
    

 
平成１8年３月期  第３四半期財務・業績の概況（非連結） 

平成 18 年２月 17 日 

会社名 アプライド株式会社 （JASDAQ・コード番号：3020） 

（ＵＲＬ http://www.applied-net.co.jp/ ）   

ＴＥＬ：（092）481―7801 

問い合わせ先 代表者役職・氏名 代 表 取 締 役 社 長  岡  義治      

              責任者役職・氏名 取締役経営推進部長  中谷 伸二      
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項   

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

（内容） 
税金費用の計上基準については、簡便法によっております。 

② 最近事業年度から会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③ 当第 3四半期財務・業績の概況の数値は、監査法人による監査を受けておりません。 
 

２．平成 18 年３月期第３四半期財務・業績の概況 （平成 17 年４月１日 ～ 平成 17 年 12 月 31 日） 
（１）経営成績の進捗状況                       （百万円未満切捨表示） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

18 年３月期第３四半期       18,370  （―）     387 （―）     348 （―）     176 （―）

17 年３月期第３四半期        ―   （―）     ―     （―）     ―     （―）     ―     （―）

(参考)17 年３月期  23,593  （―） 510 （―）     474 （―）     240 （―）

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

    円  銭 円  銭

 18 年３月期第３四半期         155  71     ―  ― 

    17 年３月期第３四半期     ―  ―     ―  ― 

(参考)17 年３月期       849  36     ―  ― 

(注) １. 当第３四半期は四半期開示の導入初年度のため、前年同期の実績及び増減率は記載しておりません。 

２. 期中平均株式数 18 年３月期第３四半期 1,133,600 株 （参考）17 年３月期 283,400 株 

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

４. 平成 17 年 10 月６日開催の取締役会決議に基づき、平成 17 年 10 月 27 日付をもって普通株式１株を４株に分割しております。こ

れにより株式数は 850,200 株増加し、発行済株式数は 1,133,600 株となっております。なお、当該株式分割が 17 年３月期の期首

に行われたと仮定した場合の 17 年３月期における１株当たり当期純利益は、212 円 34 銭であります。 

 

［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 

   当第３四半期におけるわが国の経済は、原油価格高騰による原材料の高止まりが懸念されるものの、個

人消費の緩やかな回復や好調な企業収益の改善と設備投資の増加、雇用環境改善により景気動向は堅調に

推移いたしました。 

  当社の中心事業であるパソコン市場では、夏商戦以降も個人需要は持続し、冬のボーナス支給増加等の

要因により AV（音響・映像）機能を進化させた機種を中心に販売が拡大いたしました。また法人向けに

おいても、企業の積極的な設備投資や雇用者増によるパソコンの需要が増加いたしました。 

このような経営環境下、当社は、「パソコン専門店」として多様なニーズを的確に捉えたプライベート
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ブランドパソコンの開発・生産を強化しております。また、ブロードバンド回線によるインターネット申

込取次、メモリ増設やウイルス対策を施す等のサービス＆サポートをセットすることによりお客様満足度

を追及しております。さらに、平成 17 年 11 月には、チャチャタウン店とコンプロ小倉店を統合し小倉店

を出店、新規需要の取組みを強化いたしました。 

以上の結果、当第３四半期（平成 17 年４月１日～平成 17 年 12 月 31 日）の売上高は 183 億 70 百万円、

営業利益は３億87百万円、経常利益は３億48百万円、第３四半期純利益は１億76百万円となりました。 

 

（２）  財政状態の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭

18 年３月期第３四半期 11,800 2,560 21.7  2,258  67 

17 月３月期第３四半期 ― ― ― ― 

(参考)17 年３月期 11,710 2,403 20.5  8,480  89 

(注) １．当第３四半期は四半期開示の導入初年度のため、前年同期の実績は記載しておりません。 
２. 平成 17 年 10 月６日開催の取締役会決議に基づき、平成 17 年 10 月 27 日付をもって普通株式１株を４株に分割しております。こ

れにより株式数は 850,200 株増加し、発行済株式数は 1,133,600 株となっております。なお、株式分割が 17 年 3月期の期首に行
われたと仮定した場合の 17 年３月期における１株当たり株主資本は、2,120 円 22 銭であります。 

 

 【キャッシュ・フローの状況】 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

18 年３月期第３四半期  △57   403  △469  181 

17 月３月期第３四半期   ―   ―  ―  ― 

(参考)17 年３月期   597   △513  △436  304 

(注) 当第３四半期は四半期開示の導入初年度のため、前年同期の実績は記載しておりません。 
 

［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 

  当第３四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前期末に比べ 1億 22 百万円減

少し、1億 81 百万円となりました。当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は 57 百万円となりました。これは主に、税引前四半期純利益を３億９

百万円計上したものの、法人税等の支払額３億 22 百万円があったこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は４億３百万円となりました。これは主に、新規出店等に伴う有形固

定資産の取得２億１百万円、敷金保証金の差入２億６百万円の資金使用があったものの、定期預金の

解約により７億 69 百万円の収入があったこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は４億 69 百万円となりました。これは主に、長期借入れによる収入４

億円があったものの、長期借入金の返済５億 40 百万円、短期借入金の減少３億円があったことによる

ものであります。 
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○添付資料 

  （要約）四半期貸借対照表、（要約）四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書  

以上 

【参考】 

 平成 18 年３月期の業績予想（平成 17年４月 1日～平成 18 年３月 31 日） 

 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 1 株当たり予想当期純利益

 百万円 百万円 百万円   円   銭

通期  25,318   537   275     206     78 

(注) 平成 18 年３月期（予想）の１株当たり当期純利益は、公募株式数（200,000 株）を含めた期末予定発行済株式数 1,333,600 株により
算出しております。 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

  通期の業績予想につきましては、当第３四半期における業績が概ね計画通り推移しており、変更はあ

りません。 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予

想数値と異なる可能性があります。 
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１．（要約）四半期貸借対照表 

（単位：千円、％） 

当四半期 

（平成 18年３月期第

３四半期末） 

前年同四半期 

（平成 17 年３月期

第３四半期末） 

増  減 
（参考） 

平成 17 年３月期 科 目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

1.現金及び預金 1,777,741 ― ― ― 2,670,209

2.受取手形 1,449 ― ― ― 2,262

 3.売掛金 724,611 ― ― ― 682,993

4.たな卸資産 3,479,694 ― ― ― 2,798,449

5.その他 461,230 ― ― ― 330,421

   貸倒引当金 △1,090 ― ― ― △970

流動資産合計 6,443,637 ― ― ― 6,483,365

Ⅱ 固定資産  

 1.有形固定資産  

  (1)建物 1,554,432 ― ― ― 1,335,893

  (2)土地 1,775,720 ― ― ― 1,775,720

  (3)その他 104,793 ― ― ― 216,194

  有形固定資産合計 3,434,946 ― ― ― 3,327,808

 2.無形固定資産 107,667 ― ― ― 128,758

 3.投資その他の資産  

  (1)敷金保証金 1,315,876 ― ― ― 1,249,609

  (2)その他 498,034 ― ― ― 521,420

   貸倒引当金 △69 ― ― ― △69

投資その他の資産合計 1,813,841 ― ― ― 1,770,960

固定資産合計 5,356,455 ― ― ― 5,227,527

   資産合計 11,800,093 ― ― ― 11,710,892
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 （単位：千円、％）

科 目 

当四半期 

（平成 18 年３月期

第３四半期末） 

前年同四半期 

（平成 17 年３月期

第３四半期末） 

増  減 

（参考） 

平成 17 年３月期 

 金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

（負債の部）  

Ⅰ 流動負債  

1.支払手形 21,374 ― ― ― 69,906

2.買掛金 2,305,465 ― ― ― 1,642,091

3.短期借入金 1,600,000 ― ― ― 1,900,000

4.1 年以内返済予定の長期借入金 615,366 ― ― ― 626,069

5.賞与引当金 87,600 ― ―  159,000

6.製品保証引当金 4,860 ― ― ― 10,982

7.ポイントカード引当金 101,611 ― ― ― 64,534

8.その他 606,543 ― ― ― 817,219

流動負債合計 5,342,821 ― ― ― 5,289,803

Ⅱ 固定負債  

1.長期借入金 3,469,842 ― ― ― 3,599,884

2. 役員退職慰労引当金 427,000 ― ― ― 412,200

3. その他 ― ― ― ― 5,520

固定負債合計 3,896,842 ― ― ― 4,017,604

負債合計 9,239,663 ― ― ― 9,307,407

（資本の部）  

Ⅰ 資本金 150,000 ― ― ― 150,000

Ⅱ 資本剰余金  

1.資本準備金 8,270 ― ― ― 8,270

資本剰余金合計 8,270 ― ― ― 8,270

Ⅲ 利益剰余金  

1.利益準備金 29,229 ― ― ― 29,229

2.任意積立金 2,170,000 ― ― ― 1,970,000

3.四半期（当期）未処分利益 190,688 ― ― ― 242,515

利益剰余金合計 2,389,918 ― ― ― 2,241,744

Ⅳ その他有価証券評価差額金 12,240 ― ― ― 3,470

資本合計 2,560,429 ― ― ― 2,403,485

負債・資本合計 11,800,093 ― ― ― 11,710,892

（注）当第３四半期は四半期開示の導入初年度のため、前年同四半期の実績及び増減は記載しておりません。 
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２．（要約）四半期損益計算書 

（単位：千円、％） 

当四半期 

（平成 18 年３月期

 第３四半期末） 

前年同四半期 

（平成 17 年３月期  

第３四半期末） 

増  減 
（参考） 

平成 17 年３月期  

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

Ⅰ 売上高 18,370,687 ― ― ― 23,593,827

Ⅱ 売上原価 14,245,728 ― ― ― 18,465,856

売上総利益 4,124,958 ― ― ― 5,127,971

Ⅲ 販売費及び一般管理費 3,737,843 ― ― ― 4,617,060

営業利益 387,114 ― ― ― 510,910

Ⅳ 営業外収益 50,409 ― ― ― 78,246

Ⅴ 営業外費用 88,976 ― ― ― 115,080

経常利益 348,548 ― ― ― 474,076

Ⅵ 特別利益 2,885 ― ― ― 7,236

Ⅶ 特別損失 41,760 ― ― ― 47,918

税引前四半期（当期）純利益 309,673 ― ― ― 433,394

税金費用 
 

133,160 ― ― ― 192,685

四半期（当期）純利益 176,513 ― ― ― 240,708

（注）当第３四半期は四半期開示の導入初年度のため、前年同四半期の実績及び増減は記載しておりません。 
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３．四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 

 
当四半期 

（平成 18 年３月期 

 第３四半期） 

前年同四半期 

（平成 17 年３月期 

 第３四半期） 

（参考） 

平成 17 年３月期 

区  分 金  額 金  額 金  額 
Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   
税引前四半期(当期)純利益 309,673 ― 433,394

減価償却費 115,026 ― 174,274

貸倒引当金の増減額 (減少：△)                   120 ― 323

賞与引当金の増減額 (減少：△) △71,400 ― 22,000

製品保証引当金の減少額 △6,121 ― △2,168

ポイントカード引当金の増加額 37,077 ― 44,709

役員退職慰労引当金の増加額 14,800 ― 20,800

受取利息及び受取配当金 △5,213 ― △5,642

支払利息 74,605 ― 103,819

為替差損益(差益：△) 0 ― △8,565

投資有価証券売却益                △2,825 ― △2,636

固定資産除却損                  3,662 ― 40,032

賃貸借契約解約損                 38,098 ― 7,886

売上債権の増減額 (増加：△) △40,805 ― △204,531

たな卸資産の増加額 △681,244 ― △113,738

仕入債務の増減額 (減少：△) 614,842 ― 120,637

その他 △63,099 ― 123,397

小 計 337,197 ― 753,992

利息及び配当金の受取額 1,815 ― 2,120

利息の支払額 △74,021 ― △103,961

法人税等の支払額 △322,178 ― △54,766

営業活動によるキャッシュ・フロー △57,187 ― 597,385

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金等の純増減額（増加：△） 769,670 ― △153,735

有形固定資産の取得による支出 △201,852 ― △100,388

無形固定資産の取得による支出 △1,650 ― △6,546

投資有価証券の取得による支出        △29,990 ― △199,954

投資有価証券の売却による収入        99,623 ―  105,789

貸付けによる支出        △470 ― △3,410

貸付金の回収による収入        525 ― 3,305

敷金保証金の差入による支出         △206,179 ― △147,576

敷金保証金の返還による収入           26,125 ― 4,536

その他 △52,326 ― △15,828

投資活動によるキャッシュ・フロー 403,476 ― △513,808

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（減少：△） △300,000 ― ―

長期借入れによる収入 400,000 ― 200,000

長期借入金の返済による支出 △540,745 ― △629,173

配当金の支払額 △28,340 ― △7,085

財務活動によるキャッシュ・フロー △469,085 ― △436,258

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 0 ― 54

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △122,797 ― △352,626

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 304,519 ― 657,146

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末(期末)残

高 

181,722 ― 304,519

（注）当第３四半期は四半期開示の導入初年度のため、前年同四半期の実績は記載しておりません。 


